
２ 野菜 

１）使用方法                       

区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞ 

 備     考 

きゅうり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレマ－ト乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クレマ－トＵ粒剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ粒剤) 

 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

１年生雑草 

トレファノサイド乳

剤(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 

 

 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

砂土～砂壌土での使用はさける。 

地這栽培では使用しない。 

直播では、播種後の覆土を厚くし、まきつぼをおがくず、

切りわらなどで覆った後に土壌全面に散布する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラ

ナ科を除く) 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 10 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかか

るように散布する。 

1年生雑草 

トマト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレマ－トＵ粒剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ粒剤) 

 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

センコル水和剤 

(ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ水和剤) 

 

 

 5  

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

露地栽培のみで使用する。 

有機含量の低い土壌や砂質土壌では薬害を生ずるおそれが

あるので使用しない。 

1年生雑草 

トレファノサイド乳

剤(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラ

ナ科を除く) 

トレファノサイド粒

剤２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラ

ナ科を除く) 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

 

○ 

 

○ 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草

効果がある。 

完全に枯殺するまで7～10日を要する。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

10 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかか

るように散布する。 

1年生雑草 

 

ワンサイドＰ 

乳剤 

(ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟP乳剤) 

 

1 ○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

遅効性のため、イネ科雑草が完全に枯死するまで約3週間

程度かかる。 

作物の生育期散布で低温・寡照の場合、褐斑やクロロシス

を生じることがあるので、使用量は少なく、希釈水量を多

くする。 

1年生イネ科雑草(スズメノカタビラを除く)、シバムギ、

レッドトップ 

 

 

 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

ミニトマト 

 

トレファノサイド乳剤

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く) 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかる

ように散布する。 

1年生雑草 

ピーマン 

 

 

 

 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く) 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかる

ように散布する。 

1年生雑草 

なす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレマ－ト乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

トレファノサイド乳剤

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

薬害のおそれがあるので、定植３日前までに使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 

 

 3 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

定植前に使用する場合は薬害のおそれがあるので、定植３日

前までに使用する。 

作物にかからないように散布する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く) 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかる

ように散布する。 

1年生雑草 

いちご クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

 23 

 

 

○ 

○ 

○ 

砂質土では使用しない。 

気温20oC以下の時期に使用する。 

１年生雑草 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 

 1 

 

 

○ 

 

○ 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効

果がある。 

イネ科雑草を完全に枯殺するまで7～10日を要する。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかる

ように散布する。 

1年生雑草 

ラッソー乳剤 

(アラクロール乳剤) 

 

 

 

 15 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

雑草発生前の土壌処理剤 

本圃では株間処理が安全。 

発芽直後のキュウリ・ネギにかからないように散布する。 

タデ科、アカザ科などの広葉雑草には効果が劣るのでイネ科

雑草優占圃場で使用する。 

1年生雑草 

レンザ－ 

(レナシル水和剤) 

 5 ○ 

 

○ 

処理後6か月以内に、イネ科、マメ科、ウリ科、ナス科及び

アブラナ科は栽培しない。 

畑地1年生雑草 

ワンサイドＰ乳剤 

(ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟP乳剤) 

 

 

 

 

 1 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

親株床のみ登録。 

遅効性のため、イネ科雑草が完全に枯死するまで約3週間程

度かかる。 

作物の生育期散布で低温・寡照の場合、褐斑やクロロシスを

生じることがあるので使用量は少なく希釈水量を多くする。 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）、シバムギ、

レッドトップ 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

とうもろこし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＣＰソ－ダ塩 

(MCPAﾅﾄﾘｳﾑ塩液剤) 

 

 

4 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

１年生及び多年生広葉雑草 

高温条件下では薬害が発生しやすいので、異常高温下での散

布はさける。 

スーパースイート系には薬害を生じる場合があるので使用は

さける。 

ゴーゴーサン 

乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

全土壌で使用できる。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及び

ツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン細粒剤F 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ粉粒剤) 

 

 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

マルチ栽培では薬害を生じるおそれがあるので使用しない。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及び

ツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゲザガード５０ 

(ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ水和剤) 

 5 

 

 

○ 

○

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

砂土では使用しない。 

畑地1年生雑草 

デュアール 

ゴールド 

(S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 15 

 

 

 

○ 

○

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

イネ科雑草優先圃場で使用する。 

砂土では使用しない。 

1年生雑草 

  15 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

イネ科雑草優先圃場で使用する。 

砂土では使用しない。 

1年生イネ科雑草 

バサグラン液剤(ﾅﾄﾘｳﾑ

塩)(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤) 

 6 

 

○ 

○ 

広葉雑草に効果がある。 

1年生雑草(イネ科を除く) 

モーティブ乳剤 

(ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP・ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀ

ﾘﾝ乳剤) 

 15/3 

 

○ 

○ 

砂土では使用しない。 

1年生雑草 

ラッソ－乳剤 

(ｱﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 15 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

発芽直後のキュウリ・ネギにかからないように散布する。 

タデ科、アカザ科などの広葉雑草には効果が劣るので、イネ

科雑草優占圃場で使用する。 

1年生雑草 

ロロックス 

(ﾘﾆｭﾛﾝ水和剤) 

 

 

 5 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

砂土では使用しない。 

スーパースイート系には薬害を生じる場合があるので使用は

さける。 

1年生雑草 

さやえんどう 

 

バサグラン液剤(ﾅﾄﾘｳﾑ

塩)(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤) 

 6 

 

○ 

○ 

イネ科雑草には効果がない。 

1年生雑草（イネ科を除く） 

さやいんげん デュア－ルゴールド 

(S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 

 

 15 

 

 

 

 

○

○ 

○

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

イネ科雑草優占圃場で使用する。 

砂土では使用しない。 

散布直後に降雨が予想される場合は使用をさける。 

出芽直前の使用はさける。 

1年生雑草 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 

 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

露地栽培のみで使用する。 

薬害を生じやすいので、覆土深は2～3cmにする。 

露地マルチ栽培では、播種部分のマルチ開孔後2～3日してか

ら播種し、無処理の土で覆土する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 

 3 ○ 

○ 

 

○ 

 

薬害を生じやすいので、覆土深は2～3cmにする。 

露地マルチ栽培ではマルチ開孔後2～3日して播種し無処理の

土で覆土。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く) 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

そらまめ 

 

クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

23 

 

○ 

○ 

○ 

砂質土壌では使用しない。 

気温20oC以下の時期に使用する。 

１年生雑草 

シマジン 

(CAT水和剤) 

 5 ○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

1年生雑草 

キャベツ クレマート乳剤(ﾌﾞﾀﾐﾎ

ｽ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クレマートＵ粒剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ粒剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

 23 

 

 

○ 

○ 

○ 

砂質土では使用しない。 

気温20oC以下の時期に使用する。 

１年生雑草 

ゲザガ－ド５０ 

(ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ水和剤) 

 

 

 

 5 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

春～夏播き移植栽培で使用する。 

高温時及び散布後高温が予想されるような条件下では薬害を生ず

るおそれがあるので使用をさける。 

畑地1年生雑草 

ゴーゴーサン乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

セル成型苗には薬害を生じるおそれがあるので使用は避ける。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン 

細粒剤Ｆ 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ粉粒剤) 

 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

セル成型苗には薬害を生じるおそれがあるので使用は避ける。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

デュアール 

ゴールド 

(S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 15 

 

 

 

○ 

○ 

○

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

イネ科雑草優占ほ場で使用する。 

作物にかからないように散布する。 

1年生雑草 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

播種直後の処理は直播栽培のみ。 

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を

除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

雑草発生前に処理する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を

除く) 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 ○ 1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効果が

ある。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるよう

に散布する。 

1年生雑草 

ラウンドアップマック

スロード 

(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩液剤) 

 9 

 

 

○ 

  

○ 

作物にかからないように散布する。少量散布では専用ノズルを用

いる。 

1年生雑草 

ザクサ液剤（ｸﾞﾘﾎｼﾈｰﾄ

Pﾅﾄﾘｳﾑ塩液剤） 

 10 

 

○ 

○ 

作物にかからないように散布する。 

１年生雑草 

ラッソー乳剤 

(ｱﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 15 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

発芽直後のキュウリ・ネギにかからないように散布する。 

タデ科、アカザ科などの広葉雑草には効果が劣るので、イネ科雑

草優占ほ場で使用する。 

1年生雑草 



 

区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

はくさい 

 

 

 

 

クレマート 

乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン 

乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

壌土～埴土で使用する。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユク

サには効果が劣る。 

セル成型苗には薬害が発生するおそれがあるので使用をさける。 

1年生雑草 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

直播では露地栽培（無マルチ）で使用する。 

雑草発生前に使用する。 

作物にかからないように散布する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 3 

 

○ 

○ 

○ 

直播では露地栽培（無マルチ）で使用する。 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除く) 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

○ 

 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効果があ

る。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 10 ○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるように

散布する。 

1年生雑草 

ラウンドアップマック

スロード 

(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩液剤) 

 9 

 

○ 

○

○ 

作物にかからないように散布する。 

少量散布では専用ノズルを用いる。 

1年生雑草 

ラッソー乳剤 

(ｱﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 

 15 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

壌土～埴土で使用する 

発芽直後のキュウリ・ネギにかからないように散布する。 

タデ科、アカザ科などの広葉雑草には効果が劣るので、イネ科雑草

優占ほ場で使用する。 

1年生雑草 

クレマート乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

 23 

 

 

○ 

○ 

○ 

砂質土では使用しない。 

気温20oC以下の時期に使用する。 

１年生雑草 

ゴーゴーサン 

乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユク

サには効果が劣る。 

セル成型苗には薬害が発生するおそれがあるので使用をさける。 

1年生雑草 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

露地栽培で使用する。 

作物にかからないように散布する。 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除

く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

トンネル・マルチ栽培で使用する。 

定植５日前までに使用する。 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除

く) 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるように

散布する。 

1年生雑草 

 

 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

レタス 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレマート乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

 23 

 

 

○ 

○ 

○ 

砂質土では使用しない。 

気温20oC以下の時期に使用する。 

１年生雑草 

ゴーゴーサン 

乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

セル成型苗には薬害が発生するおそれがあるので使用をさける。 

1年生雑草 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

露地栽培で使用する。 

作物にかからないように散布する。 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を

除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

トンネル・マルチ栽培で使用する。 

定植５日前までに使用する。 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を

除く) 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるよう

に散布する。 

1年生雑草 

ほうれんそう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アージラン液剤 

(ｱｼｭﾗﾑ液剤) 

 

 

 

 18 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

砂土での使用は避ける。 

1年生、多年生雑草に効果がある。 

ヒユ科、アカザ科、カヤツリグサ科雑草及びザクロソウ、ツユク

サ、ギョウギシバに対して効果が劣る。 

1年生雑草 

クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

 23 

 

 

○ 

○ 

○ 

砂質土では使用しない。 

気温20oC以下の時期に使用する。 

1年生雑草 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

○ 

 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効果が

ある。 

ラッソー乳剤 

(ｱﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 

 

 15 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

壌土～埴土で使用する。 

発芽直後のキュウリ・ネギにかからないように散布する。 

タデ科、アカザ科などの広葉雑草には効果が劣るので、イネ科雑

草優占ほ場で使用する。 

1年生雑草 

レンザー 

(ﾚﾅｼﾙ水和剤) 

 

 5 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

覆土深は1cm以上とする。 

処理後6か月以内に、イネ科、マメ科、ウリ科、ナス科及びアブ

ラナ科は栽培しない。 

1年生雑草 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

たまねぎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクチノール 

乳剤(ｱｲｵｷｼﾆﾙ乳剤) 

 

 

 

 

 6 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

秋まき移植栽培で使用する。 

イネ科雑草及びコニシキソウには効果が劣る。 

早春期広葉雑草が大きくならないうち(雑草の発生揃～4葉期)に

雑草の茎葉全体に付着するように均一に散布する｡なお早春期で

あっても、異常に気温の高い場合には葉に小白斑点などの薬害

を生じるおそれがあるのでで散布はさける｡ 

畑地１年生広葉雑草 

グラメックス水和剤 

(ｼｱﾅｼﾞﾝ水和剤) 

 5 

 

○ 

 

ツユクサには効果が劣る。 

 

クレマート乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 

 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

秋播き栽培で使用する。 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生及、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

１年生雑草 

クレマートＵ 

粒剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ粒剤) 

 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

秋播き栽培で使用する。 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

 23 

 

 

○ 

○ 

○ 

砂質土では使用しない。 

気温20oC以下の時期に使用する。 

１年生雑草 

ゴーゴーサン 

乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

苗床では使用しない。 

移植栽培での登録。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン 

細粒剤Ｆ 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ粉粒剤) 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

秋播き栽培で使用する。 

砂壌土～埴土で使用する。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

トレファノ 

サイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

本畑での登録 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科・アブラナ科

を除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 3 

 

○ 

○ 

○ 

 

本畑での登録 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科

を除く) 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

○ 

 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効果が

ある。 

バサグラン液剤 

(ﾅﾄﾘｳﾑ塩) 

(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤) 

 6 

 

 

○ 

○ 

○ 

直播栽培及び苗床では使用しない。 

移植栽培に使用する。 

1年生雑草（イネ科を除く） 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるよ

うに散布する。 

1年生雑草 

モーティブ乳剤 

(ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP・ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀ

ﾘﾝ乳剤) 

 15/3 

 

○ 

○ 

砂土では使用しない。 

1年生雑草 

 

 

 

 

 

 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

ねぎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレマート乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クレマートＵ粒剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ粒剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

苗床では使用しない。 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ粉粒剤) 

 3 

 

 

○ 

 

○ 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

コンボラル(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ･ﾍﾟﾝﾃﾞｨ

ﾒﾀﾘﾝ粉粒剤) 

 3 ○ 畑地1年生雑草(ツユクサ及びキク科を除く) 

 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 3 ○ 

○ 

 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を

除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を

除く) 

ナブ乳剤(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤)  1 ○ 1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く） 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 10 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるよう

に散布する。 

1年生雑草 

ロロックス 

(ﾘﾆｭﾛﾝ水和剤) 

 5 

 

 

 

○

○ 

○ 

○ 

露地栽培で使用する。 

砂土では使用しない。 

作物にかからないように散布する。 

1年生雑草 

ザクサ液剤 

（ｸﾞﾘﾎｼﾈｰﾄPﾅﾄﾘｳﾑ塩液剤） 

 10 

 

○ 

○ 

作物にかからないように散布する。 

１年生雑草 

にら ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

○ 

 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効果が

ある。 

ロロックス 

(ﾘﾆｭﾛﾝ水和剤) 

 5 

 

 

○ 

○ 

○ 

本ぽで使用する。 

砂土では使用しない。 

1年生雑草 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



区分 除草剤名 HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

ばれいしょ 

 

 

 

グラメックス水和剤 

(ｼｱﾅｼﾞﾝ水和剤) 

 5 

 

○

○

○ 

植付後なるべく早く散布する。 

ツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クレマート乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

 

○ 

 

○ 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

センコル水和剤 

(ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ水和剤) 

 

 

 5 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

品種（メークイン等）によっては薬害のおそれがあるので萌芽前

に処理する。特に採種用ばれいしょではウイルス病との混同をさ

けるため必ず萌芽前までに散布する。 

1年生雑草 

デュアールゴールド 

(S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 15 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

砂土では使用しない。 

イネ科雑草優占ほ場で使用する。 

1年生雑草 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

○ 

 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効果が

ある。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるよう

に散布する。 

1年生雑草 

モーティブ乳剤 

(ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞP・ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ

乳剤) 

 15/3 

 

 

○ 

○ 

 

砂土では使用しない。 

1年生雑草 

レグロックス 

(ｼﾞｸﾜｯﾄ液剤) 

 22 

 

○ 

○ 

非選択性接触型茎葉処理除草剤 

1年生雑草 

ロロックス 

(ﾘﾆｭﾛﾝ水和剤) 

 5 

 

○

○ 

砂土では使用しない。 

1年生雑草 

さといも 

 

 

 

 

クレマート乳剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ乳剤) 

 

 

 

 3 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

クレマートＵ粒剤 

(ﾌﾞﾀﾐﾎｽ粒剤) 

 

 3 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

雑草発生前に処理する。 

多年生雑草、キク科雑草及びツユクサには効果が劣る。 

1年生雑草 

ゴーゴーサン乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

 

○ 

 

○ 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユ

クサには効果が劣る。 

1年生雑草 

コンボラル 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ･ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ粉

粒剤)  

 3 

 

 

○ 

○ 

 

砂壌土～埴土で使用する。 

畑地1年生雑草(ツユクサ及びキク科雑草を除く） 

トレファノサイド乳剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を

除く) 

トレファノサイド粒剤 

２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 3 

 

○ 

○ 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科・アブラナ科を

除く) 

 

 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

さといも 

 

デュア－ルゴールド 

(S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 15 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

砂土では使用しない。 

イネ科雑草優占ほ場で使用する。 

1年生雑草 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 ○ 

 

1年生イネ科雑草(スズメノカタビラを除く)にのみ殺草効果がある。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 10 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるように

散布する。 

1年生雑草 

だいこん トレファノサイド乳

剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 

 3 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

露地栽培で使用する。 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除

く) 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

○ 

 

1年生イネ科雑草(スズメノカタビラを除く)にのみ殺草効果がある。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 10 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるように

散布する。 

1年生雑草 

ラッソー乳剤 

(ｱﾗｸﾛｰﾙ乳剤) 

 

 

 15 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

壌土～埴土で使用する。 

発芽直後のキュウリ・ネギにかからないように散布する。 

タデ科、アカザ科などの広葉雑草には効果が劣るので、イネ科雑草

優占ほ場で使用する。 

1年生雑草 

にんじん 

 

カイタック乳剤(ﾍﾟﾝﾃ

ﾞｨﾒﾀﾘﾝ･ﾘﾆｭﾛﾝ乳剤) 

 3/5 

 

○ 

 

1年生雑草 

 

クロロＩＰＣ 

(IPC乳剤) 

 

 

 

 23 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

砂質土では使用しない。 

気温20℃以下の時期に使用する。 

アカザ・キク科雑草の優占する圃場では効果が劣る。 

低温時に高薬量で使用すると薬害を生じるので、冬播き、春播き及

び晩春播き栽培では薬量300mℓ/10aで使用する。 

１年生雑草 

ゲザガード５０ 

(ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ水和剤) 

 5 

 

○ 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

畑地1年生雑草 

ゴーゴーサン乳剤 

(ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

○ 

 

○ 

イネ科及び広葉の1年生雑草に効果がある。キク科雑草及びツユクサ

には効果が劣る。 

1年生雑草 

コンボラル 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ･ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ

粉粒剤) 

 3 

 

 

○ 

○

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

トンネル栽培では使用しない。 

畑地1年生雑草(ツユクサ、キク科を除く) 

トレファノサイド乳

剤(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤) 

 3 

 

○ 

○ 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除く) 

トレファノサイド粒

剤２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤) 

 3 

 

 

○ 

○ 

 

雑草発生前に使用する。 

1年生雑草(ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除

く) 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 

 

○ 

 

1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）にのみ殺草効果がある

。 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 

 

 10 

 

 

 

○

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるように

散布する。 

1年生雑草 

ロロックス 

(ﾘﾆｭﾛﾝ水和剤) 

 

 

 

 

 5 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

砂土では使用しない。 

にんじんの発芽直後～3葉期未満まで使用しない。 

にんじんの生育期に使用する場合、事前に使用品種における薬害の

有無を確認する。 

高温時に使用しない 

1年生雑草 



区分 除草剤名 

 

HRAC 

ｺｰﾄﾞﾞ 

 

 

備     考 

 

せり 

 

 

 

 

ナブ乳剤 

(ｾﾄｷｼｼﾞﾑ乳剤) 

 1 ○ 水田1年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く） 

 バサグラン液剤 

(ナトリウム塩) 

(ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤) 

 6 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

1年生雑草（イネ科を除く） 

落水状態にし水の出入りを止め、均一散布する。 

散布後7日間は落水しない。 

高温乾燥条件下では薬害の発生（葉枯、褐変症状） 

えだまめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスタ液剤 

(ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤) 

 10 

 

○ 

 

 

○ 

作物の茎葉に飛散しないように散布に注意する。 

土壌に落下すると効果がないので、薬液が雑草全体にかかるよ

うに散布する。 

１年生雑草 

トレファノサイド乳

剤 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤） 

 3 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

砂壌土～埴土で使用する。 

マルチ栽培では使用しない。 

播種後出芽前散布では、覆土を3cm以上にする。 

1年生雑草（ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く） 

本剤2回以内、全面土壌散布は１回以内、畦間土壌散布は１回

以内。 

トレファノサイド粒

剤２．５ 

(ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤） 

 3 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

砂壌土～埴土で使用する。 

マルチ栽培では使用しない。 

播種後出芽前散布では、覆土を3cm以上にする。 

1年生雑草（ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ

科を除く） 

本剤2回以内、土壌混和及び全面土壌散布は合計１回以内、畦

間土壌散布は１回以内。 

 

ホーネスト乳剤 

(ﾃﾌﾟﾗﾛｷｼｼﾞﾑ乳剤） 

 

 1 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

広葉雑草及びカヤツリグサ科には効果が期待できない。 

遅効性であり、イネ科雑草を完全に枯殺するまでに7～10日（

スズメノカタビラは2～3週間）を要するので誤ってまき直しな

どしないよう注意する。 

１年生イネ科雑草 

ラウンドアップマッ

クスロード 

(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩剤) 

 

 

 9 ○ 

○ 

○ 

 

○ 

作物にかからないように散布する。 

少量散布では専用ノズルを用いる。 

畦間処理では飛散防止カバーを使用しえだまめの茎葉にかから

ないように散布する。 

１年生雑草 

 


